申請日：　　　　年　　　月　　　日

生成ＡＩ導入支援専門家登録申請書

募集要項に同意し、下記のとおり専門家登録を申請します。
1ページ目は県の審査・連絡用です。2ページ目のみを会員企業向けプロフィールとして使用します。［　］内を入力し、該当する□を■に変更してください。

	応募区分
	□ 個人　□ 法人等に所属する担当者

	担当専門家（氏名・ふりがな）
	

	会社名
	

	代表者役職・氏名
	

	所在地
	

	連絡用メール・電話
	




申告及び同意　非公開
[bookmark: _Hlk243383006]□ 記載内容は事実であり、審査に必要な確認に対応します。
□ 募集要項の専門家要件を満たし、守秘義務および情報管理を遵守します。
□ 商品購入や別契約を支援の条件としません。
□ 登録が派遣・委託を保証するものではないことを理解しています。
□ 公開指定欄を会員企業向けに提供することに同意します。
販売・代理店契約等の利害関係　□ なし　□ あり（関係するサービス・内容を記載）
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

（留意事項）
※公開欄には個人の電話番号・メールアドレスを記載しないでください。
※企業紹介・勉強会ピッチに使用するため、特定の製品を契約することが前提の記載は避けてください。


専門家および伴走支援内容の紹介　公開
	所属・役職
専門家氏名
	

	得意業種・業務
	□ 製造　□ 建設　□ 卸売・小売　□ サービス　□ その他［　　　　　］
得意な業務：［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］



１　専門家の主な強み
□ 業務改善・業務設計（業務の課題整理、活用対象業務の選定、定着支援等）
□ AI活用・プロンプト活用型（文書作成、議事録、情報収集等）
□ AI開発・自動型（AIエージェント、業務アプリ開発）
□ デザイン・マーケティング型（画像生成、SNS、チラシ、営業資料）
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　支援できる業務と具体例【ピッチの中心】
具体的にどんな業務をAIで改善するか。対象業務、従来の困りごと、AI活用後にできることを記載してください。
	［記入欄］






３　伴走支援の進め方
例：事前ヒアリング→初回訪問（体験・業務選定）→2回目訪問（実践・設定）→オンラインフォロー2回（改善・自走確認）。実施内容・工夫を具体的に記載してください。
	［記入欄］






４　必要に応じた追加支援（任意）
	［記入欄］




簡易なAIエージェントの構築・設定など、標準的な伴走支援の範囲内で対応可能な内容があれば記載してください。エージェント構築は必須ではありません。

